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くま鉄が国の登録有形文化財に！
　

国
の
文
化
審
議
会
が
、
７
月
18
日
に
く
ま

川
鉄
道
の
関
連
施
設
を
登
録
有
形
文
化
財
に

す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し

た
。

　

対
象
と
な
る
施
設
は
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う
梁
や
駅
な
ど
の

建
造
物
19
件
。
旧
鉄
道
省
湯
前
線
と
し
て
大

正
13
年
（
１
９
２
４
年
）
に
開
業
し
た
当
時

の
建
造
物
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
有
形
文
化
財
に
登
録
す
る
こ
と
で
付

加
価
値
を
高
め
、
活
用
し
な
が
ら
保
存
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

答
申
か
ら
約
１
カ
月
後
に
は
文
部
科
学
省

か
ら
告
示
が
あ
り
、
正
式
に
有
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
ま
す
。
登
録
さ
れ
る
と
、
県
内
の

現
役
鉄
道
施
設
と
し
て
は
初
め
て
。
１
路
線

の
鉄
道
施
設
の
登
録
数
の
数
で
は
全
国
で
４

番
目
と
な
り
ま
す
。

　

く
ま
川
鉄
道
で
は
登
録
有
形
文
化
財
を
活

用
し
、
記
念
乗
車
券
の
発
売
や
ハ
イ
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①球磨川と川辺川の合流地点近くにある「球磨川第四橋梁」。322㍍ある橋
で、くま川鉄道を代表する土木構造物　②人吉温泉駅から程近い場所にある

「御
お み ぞ

溝橋梁」（城本町）　③城本町にある長さ 7.3㍍の「大王川橋梁」　④昭和
28 年に建設された木上駅（錦町）の待合所とプラットホーム　⑤開業当時
から残る湯前駅（湯前町）の本

ほ ん や

屋

 

くま川鉄道登録有形文化財物件（全19件）
施設名称 所在地

御溝橋梁
人吉市大王川橋梁

岩清水アーチ橋
川村駅待合所 相良村
球磨川第四橋梁 相良村～錦町
第一高柱川橋梁

錦町
第二高柱川橋梁
内門橋梁
第二覚井橋梁
木上駅待合所、プラットホーム
崖下橋梁

あさぎり町免田川橋梁
井口川橋梁
宮田橋梁

多良木町
平原アーチ橋
東多良木駅待合所、プラット
ホーム
百太郎橋梁
高橋川橋梁 湯前町湯前駅本屋

※次回の広報配布は
８月18日(月)です
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球
磨
焼
酎
の
歴
史

　

相
良
藩
主
が
16
世
紀
前
半
に
海

外
貿
易
を
行
っ
て
い
た
こ
ろ
、
大

陸
か
ら
伝
え
ら
れ
た
焼
酎
が
、
球

磨
焼
酎
の
起
源
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
最
古
の
「
焼
酎
」
の
文

字
が
登
場
す
る
の
は
、
室
町
時
代

の
１
５
５
９
年
。
当
時
相
良
藩
が

治
め
て
い
た
現
在
の
鹿
児
島
県
伊

佐
市
の
郡

こ
お
り
や
ま
は
ち
ま
ん

山
八
幡
神
社
で
「
施
主

が
け
ち
で
、
工
事
中
に
一
度
も
焼

酎
を
飲
ま
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

な
ん
と
も
迷
惑
な
話
だ
」
と
い
う

宮
大
工
の
落
書
き
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
の
焼
酎
は
米
や
雑
穀

が
原
料
の
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
に

は
す
で
に
球
磨
焼
酎
が
庶
民
に
飲

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

世
界
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド

　

以
来
５
０
０
年
に
わ
た
っ
て
造

り
続
け
て
こ
ら
れ
た
球
磨
焼
酎

は
、
現
在
人
吉
球
磨
に
あ
る
28
の

蔵
元
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
は
な
じ
み
深

い
お
酒
で
す
が
、「
球
磨
」
と
名

乗
れ
る
焼
酎
に
は
決
ま
り
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
使
わ
れ
る
原
料

が
米
だ
け
で
あ
る
こ
と
。
そ
し

て
、
人
吉
球
磨
の
地
下
水
を
使
っ

て
仕
込
ん
だ
も
ろ
み
を
、
人
吉
球

磨
で
蒸
留
し
て
瓶
詰
め
す
る
こ

と
。
球
磨
焼
酎
は
、
世
界
貿
易
機

関
（
W
T
O)

か
ら
こ
の
地
理
的

表
示
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ス
キ
ー
の
ス
コ
ッ
チ
、
ブ
ラ

ン
デ
ー
の
コ
ニ
ャ
ッ
ク
、
ワ
イ
ン

の
ボ
ル
ド
ー
の
よ
う
に
、
球
磨
焼

酎
は
地
名
を
冠
す
る
こ
と
を
世
界

的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
数
少
な
い

ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

苦
戦
す
る
球
磨
焼
酎

　

人
吉
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ

て
「
焼
酎
」
と
い
え
ば
米
で
造

る
球
磨
焼
酎
で
す
が
、
日
本
酒

造
組
合
中
央
会
の
平
成
24
年
度

の
出
荷
量
統
計
を
見
る
と
、
芋

焼
酎
20
万
８
千
㌔
㍑
、
麦
焼
酎

19
万
９
千
㌔
㍑
に
対
し
、
米
焼
酎

は
１
万
５
千
㌔
㍑
。
全
国
に
出
回

る
焼
酎
の
中
で
、
米
の
割
合
は
高

く
は
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

特
に
近
年
は
芋
や
麦
な
ど
の

焼
酎
人
気
が
高
ま
り
、
加
え
て

若
者
の
ア
ル
コ
ー
ル
離
れ
な
ど

も
あ
っ
て
、
球
磨
焼
酎
の
出
荷

量
は
ピ
ー
ク
時
の
平
成
15
年
は

２
万
５
７
０
０
㌔
㍑
で
し
た
が
、

平
成
25
年
に
は
１
万
４
６
０
０
㌔

㍑
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

８
月
８
日
は
球
磨
焼
酎
の
日

　

人
吉
球
磨
の
28
の
焼
酎
蔵
元
で

つ
く
る
球
磨
焼
酎
酒
造
組
合
で

は
、
こ
れ
ま
で
首
都
圏
や
海
外
に

向
け
た
販
路
拡
大
や
、「
球
磨
焼

酎
応
援
店
」「
球
磨
焼
酎
案
内
人
」

な
ど
地
元
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
同
組
合
が
昨
年
８
月
に

制
定
し
た
の
が
、「
球
磨
焼
酎
の

日
」
で
す
。
米
が
原
料
の
球
磨
焼

酎
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

「
米
の
日
」
の
８
月
８
日
に
合
わ

せ
て
定
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ

せ
、
①
８
月
８
日
は
球
磨
焼
酎
の

日
推
進
、
②
８
の
付
く
日
は
球
磨

焼
酎
で
乾
杯
推
進
、
③
球
磨
焼
酎

酒
器
（
ガ
ラ
と
チ
ョ
ク
）
の
文
化

推
進
な
ど
５
項
目
の
推
進
項
目
を

掲
げ
、
地
元
か
ら
球
磨
焼
酎
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

市
独
自
の
条
例
を
制
定

　

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
同

組
合
は
市
と
球
磨
郡
町
村
会
に
球

磨
焼
酎
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例

の
制
定
を
要
望
。
昨
年
８
月
に
は

多
良
木
町
、
今
年
３
月
に
は
あ
さ

ぎ
り
町
で
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
で
も
昨
年
か
ら
条
例
案
を
検

討
し
、
今
年
６
月
の
市
議
会
定
例

会
で
可
決
。「
ひ
と
よ
し
か
ら
、

米
を
原
料
と
す
る
球
磨
焼
酎
の
地

域
文
化
を
紡
ぎ
広
め
る
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
市
、

蔵
元
、
事
業
者
、
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
球
磨
焼
酎
を
普
及
促
進
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
読
む
人

8月8日は球磨焼酎の日

　清流・球磨川が育む県下有数の米どころと、相良七百年の歴史が育んだ独自の文化。
人吉球磨の自然の恵みと人の手によってつくられた球磨焼酎は、この地域の文化その
ものです。市では、球磨焼酎を普及促進するための条例を制定しました。

～「ひとよしから、米を原料とする球磨焼酎の地域文化を紡ぎ広める条例」を制定しました～

特 　集

の
想
像
力
を
働
か
せ
、
人
吉
球
磨

特
有
の
焼
酎
文
化
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
物
語
の
よ
う
な

前
文
を
置
い
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
そ
の
中
で
、
ガ
ラ
と
チ
ョ
ク

を
使
っ
た
飲
み
方
の
流
儀
な
ど

を
、
球
磨
弁
を
交
え
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、「
球
磨
焼
酎
の

日
」
の
８
月
８
日
に
施
行
。
内
容

は
次
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

▲球磨焼酎酒造組合では、球磨焼酎と「球磨焼酎の日」をアピールするため九日町通り
にペナントを設置（右）。短冊型のポスターは飲食店や旅館などに配布していきます（左）

【問合せ】　市商工振興課商工係（☎２２－２１１１　内線５１３１）

◀「球磨焼酎の日」と「ひとよしから、米を原料
とする球磨焼酎の地域文化を紡ぎ広める条例」を
広く知ってもらおうと、市ではポスターを作成。
市内の飲食店や小売店、旅館などに配布しました
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　清流球磨川、こんこんとたたえる水。黄金に輝
く稲穂。みず穂の里人吉（ひとよし）は、晩秋、
朝霧が濃くなる頃、球磨焼酎（くましょうちゅう）
造りが始まる。なめらかで、厚みのある焼酎。香
りの焼酎。蔵元に息づくそれぞれの味わい。
　戦国時代に、大陸から人吉へと伝わった焼酎と
その製法。以来500年、最も古い由緒と伝統を誇
り、その味と香りは杜氏たちの焼酎造りに懸ける
情熱によって、今も磨かれ続けている。
　原料の米、使う地下水、そして、蔵に生きる酵
母菌、歴史と伝統の違いによって、多種多様な味
わいの米の焼酎ができ上がる。
　球磨焼酎は、燗（かん）をして飲むのもうまい。
銚子ではなくガラ、杯ではなく、チョクを使う。

「起こしてくだんもし。」伏せられたチョクを返し、
一杯目。
　ガラからチョクに注がれた焼酎は、一滴ずつ露
をなめるように舌の上に落とす。舌の先でまず味
わう。呼吸とともに鼻孔でも味わいながら、ちび
りちびりと飲むところがだいご味。「重ねてくだ

ひとよしから、米を原料とする球磨焼酎の地域文化を紡ぎ広める条例
条例の主な内容（要旨）

市民の役割

●市民は、球磨焼酎が人吉球磨
の伝統的な文化を支え、潤いの
ある豊かな生活の実現に貢献し
ていることについての理解を深
め、また、個人の意思を尊重し、
節度ある飲酒を心掛けながら、
球磨焼酎の普及促進に努めるも
のとする。

蔵元等と事業者の役割

●蔵元等と事業者は、球磨焼酎
が人吉球磨の伝統的な文化に深
く関わり、支えていることを理
解し、常に創意工夫を行い、積
極的に乾杯などの球磨焼酎の普
及促進を図るための活動に取り
組むよう努めるものとする。
●蔵元等は、球磨焼酎の製造に
関する技術を継承するととも
に、製造に従事している者の後
継者を育成するために必要な対
策を取るものとする。

市の役割

●市は、球磨焼酎の普及促進に
ついて、蔵元等、事業者、市民
と相互に協力するものとする。
●市は、球磨焼酎に対する市民
や観光客の関心と理解を深める
ために、必要な対策を取るもの
とする。

※蔵元等 = 蔵元及び球磨焼酎
酒造組合

【 前 文 】

ん
で
い
ま
す
。
蔵
元
が
伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
、
新
し
い
味
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
結
果
で

す
。

焼
酎
条
例
を
き
っ
か
け
に

　

人
吉
市
で
も
球
磨
焼
酎
を
推

進
す
る
条
例
が
で
き
ま
し
た
。

球
磨
弁
で
飲
み
方
の
紹
介
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
興
味
を
引
く

だ
け
で
な
く
、
地
域
独
特
の
文

化
を
伝
え
る
た
め
に
方
言
は
大

事
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
行
事
が
終
わ
っ
た
と

き
や
親
戚
が
集
ま
っ
た
と
き
な

ど
、
昔
は
何
か
に
つ
け
て
〝
飲

み
方
〟
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

誰
か
の
家
に
み
ん
な
で
集
ま

り
、
球
磨
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
。
焼
酎
が
人
と
人
を
つ
な

ぎ
、
飲
み
方
な
ど
の
作
法
は
そ

球
磨
焼
酎
の
魅
力　

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
酒
造
組
合

中
央
会
が
制
定
し
た
「
本
格
焼

酎
の
日
」（
11
月
１
日
）
と
い

う
の
は
あ
り
ま
し
た
が
、
球
磨

焼
酎
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、「
世
界
ブ
ラ
ン

ド
な
の
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
も

球
磨
焼
酎
の
日
を
作
り
、
地
元

か
ら
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と

昨
年
制
定
し
た
の
が
「
球
磨
焼

酎
の
日
」
で
す
。

　

球
磨
焼
酎
の
魅
力
は
、
飽
き

が
こ
な
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
昔
は
独
特
な
香
り
で
個
性

が
強
い
常
圧
蒸
留
が
主
流
で
し

た
の
で
若
い
人
や
女
性
は
飲
み

に
く
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
現
在
の
球
磨
焼
酎
は
淡

麗
な
も
の
か
ら
樽た

る

で
熟
成
し
た

も
の
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

球磨焼酎酒造組合　専務理事

福山 満
み つ お

生 さん

んもし。」「ぬくめてくだんもし。」と更に二杯勧
める。そこから、初めて返杯。「落としてくだん
もし。」と相手の手の下に両手を添える。相手は、
その掌にチョクをころりと落とす。これが球磨焼
酎の流儀。
　一汁三菜。菜っ葉漬けにアユ料理。今に受け継
ぐ本物の味。家族の味。焼酎が紡ぐ食文化。
　晴れの舞台には、焼酎。門出にも焼酎。焼酎と
の出会いは、人との出会い、新たな人生との出会
い。
　「いっちょ、にい。」勝たなくてもいい、負ける
が勝ちの球磨拳（くまけん）。
　失われつつある日本の伝統文化、人の優しさ。
焼酎は、人と人、心と心を紡ぐ。
　四季折々の自然に育まれた美しき日本人の心。
それは、他人へのいたわり、もったいないやおも
てなし、いただきます、ごちそうさまの精神。大
切にしたい、守りたい。だから、球磨焼酎。　
　球磨焼酎の地域文化を人吉から全国、そして世
界へ発信する。

　人吉球磨に伝わる、宴席で楽し
まれてきた遊び。じゃんけんが複
雑になったような遊び方で、出す
拳は６種類ある。基本的に出した
拳の指が１本多い場合のみ勝ち、
それ以外はあいこになる。２回連
続して勝ったときに一勝負がつ
き、負けた者はチョク１杯の焼酎
を飲まないといけない。

　杯をするときは、両手でチョク
を差し出すか、右手の指に乗せて
差し出す。杯を受けるときは、目
上の人であればチョクを指でつま
んで取ってもよいが、目下の人が
受ける場合はつまんで取ってはな
らず、「落としてください」とい
う意味で相手の手の下に両手を添
える。

　フラスコの胴に注ぎ口を付けた
ような「ガラ」と、清酒の杯より
小さいちょこ「チョク」は、人吉
球磨だけで使われている酒器。ガ
ラは中に球磨焼酎を注ぎ、そのま
ま直火にかけて燗ができる。チョ
クが小ぶりな理由は、献杯返杯を
繰り返す人吉球磨の風習から、度
数の高い焼酎の量を控えるため。

①ガラとチョク ②球磨焼酎の流儀 ③球磨拳

【 用 語 解 説 】

こ
で
先
輩
た
ち
か
ら
教
わ
っ
た

も
の
で
す
。

　

市
の
条
例
に
は
球
磨
焼
酎
の

作
法
が
全
て
書
い
て
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知
ら
な

か
っ
た
方
は
、
こ
れ
を
読
ん
で

「
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
い

い
で
す
ね
。
詳
し
く
は
、
地
域

や
職
場
の
〝
飲
み
方
〟
で
先
輩

に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お

酒
の
作
法
と
い
う
の
は
宴
の
席

で
覚
え
て
い
く
も
の
な
の
で
、

実
践
が
大
事
で
す(

笑)

。

お
気
に
入
り
の
１
本
を

　

条
例
に
は
「
市
民
の
役
割
」

が
あ
り
ま
す
が
、
要
は
球
磨
焼

酎
を
愛
し
、
飲
ん
で
く
だ
さ
い

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
県
外
な

ど
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
た
と
き

は
、
ぜ
ひ
球
磨
焼
酎
を
勧
め
て

く
だ
さ
い
。
お
盆
で
帰
省
さ
れ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
と
き
の
お
土
産
に
も
、
ぜ

ひ
球
磨
焼
酎
を
。

　

現
在
、
球
磨
焼
酎
の
銘
柄
は

２
０
０
種
類
を
超
え
、
味
わ
い

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
ず
は
あ

な
た
が
試
し
て
、
お
薦
め
す
る

１
本
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
い
く
ら
酔
い
覚

め
す
っ
き
り
な
の
が
特
徴
の
球

磨
焼
酎
と
い
え
ど
、
飲
み
す
ぎ

に
は
ご
注
意
を
。

①

②

③ INTERVIEW 球磨焼酎酒造組合の福山さんに、市が制定した条例について聞きました
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新市庁舎建設の市民アンケート結果を
公表します

　現在の市役所本庁舎は、昭和37年（1962年）に建設されました。建設以来50年以上が経過し老朽化が進み、耐震
基準を満たしていないことが判明しています。
　市庁舎は、平常時は市民生活を支え、万一の災害発生時は応急対策や災害復旧の拠点となる重要な施設であること
から、新しい市庁舎を現在の「市役所別館一帯」に建設する予定です。そこで、新市庁舎建設に向けての基本構想と
基本計画を策定するにあたり、市民の皆さんの意見を幅広く反映させることを目的として市民アンケートを実施しま
した。
　アンケートは、市内の満18歳以上の男女3,000人を無作為に抽出し、郵送で調査票の配布・回収を実施しました。
回収の結果、有効回収数1,148票、所在不明が13票あり、有効回収率は38.4％でした。今回実施したアンケートの集
計分析結果の一部を公表します。

現在の市役所（市庁舎）の状況についてどのような問題点があると思いますか？
（３つまで複数回答）Q．

ポイント
　回答者の約６割（58.8％）が「庁舎や施設が分散していて不便、分かりにくい」と回答しています。次に「課や
室が分かりづらい」が35.9％、「駐車場が使いづらい、足りない」が35.1％の順になっています。

新しい市庁舎のあり方（コンセプト）について、何を求めますか？（３つまで複数回答）Q．

ポイント
　「防災拠点」と回答した方が45.9％と最も多く、次に「ワンストップサービス」が41.2％、「駐車場・駐輪場充実」
が38.0％の順になっています。
※「ワンストップサービス」……  用事を１つの窓口で済ませることができるサービス
※「ユニバーサルデザイン」……  誰もが安心して便利に使えるように配慮された施設の設計

新しい市庁舎に加えたい機能はありますか？（３つまで複数回答）Q．

ポイント
　「郵便局・銀行」と回答した方が74.0％と最も多く、次に「市民の多様な活動に対応できる空間」が41.5％、「売店・
食堂」が40.2％、「談話・相談室」が30.8％の順になっています。

新市庁舎建設の市民アンケートの集計分析結果（全項目）については、市ホームページで公開
してします。

問合せ　市企画財政課成長戦略室（☎２２－２１１１ 内線２１２１）

分散していて不便、分かりにくい

高齢者などへの配慮(バリアフリー )不十分

駐車場が使いづらい、不足

待合スペース不足

課や室が分かりづらい

エレベーターがない

建物が老朽化していて不安

相談スペース不足

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

58.8%

29.8%

35.1%

19.9%

35.9%

21.4%

28.9%

24.2%

5.7%

現状の問題点

回答者数　1,148人

0% 20% 40% 60% 80%

回答者数　1,148人

郵便局・銀行

市民の憩いの空間

売店・食堂

談話・相談室

市民の多様な活動に対応できる空間

託児室

その他

新市庁舎に望む機能

74.0%

11.8%

41.5%

30.8%

40.2%

21.2%

4.9%

0% 20% 40%10% 30%

回答者数　1,148人

防災拠点

駐車場・駐輪場充実
ワンストップサービス

ユニバーサルデザイン
建設費・維持費抑制

環境に配慮

その他

新市庁舎に求めるもの

45.9%

17.5%

26.1%
33.9%

41.2%
38.0%

20.8%

50%

待合室の充実
交流・イベントスペース

将来の変化に対応可

市のシンボル

緑地・屋上緑化
1.3%

13.9%

5.1%
9.3%
10.5%
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動
物
愛
護
を
推
進
し
命
の
大
切
さ

を
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
人
吉
保
健

所
と
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
が
、
７

月
９
日
に
東
間
小
で
「
動
物
と
の
ふ

れ
あ
い
方
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
東
間
小
１
・
２
年

の
児
童
約
１
０
０
人
。
自
分
と
犬
の

心
音
を
聞
い
て
同
じ
命
を
持
っ
て
い

る
こ
と
や
、
か
ま
れ
な
い
触
り
方
を

勉
強
。
動
物
を
飼
う
と
き
は
家
族
の

一
員
と
し
て
最
後
ま
で
見
届
け
る
こ

と
も
学
び
、「
動
物
の
命
を
大
切
に

し
た
い
」
と
児
童
た
ち
は
話
し
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
、
教
え
て
も
ら
っ

た
触
り
方
を
実
践
。
緊
張
し
な
が
ら

も
犬
を
優
し
く
触
り
ま
し
た
。

教えてもらったさ触り方で犬と触れ合う児童

　

今
年
も
市
民
プ
ー
ル
が
７
月
１
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
夏
休
み
が

始
ま
っ
た
７
月
19
日
は
朝
か
ら
晴
天

に
恵
ま
れ
絶
好
の
プ
ー
ル
日
和
。
三

連
休
の
初
日
と
も
重
な
り
、
親
子
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

市
民
プ
ー
ル
に
は
円
形
プ
ー
ル
２

つ
と
25
㍍
プ
ー
ル
、
50
㍍
プ
ー
ル
が

あ
り
、
遊
び
に
来
て
い
た
東
間
小
５

年
の
野
口
和か

ず
ま真

く
ん
は
「
た
く
さ
ん

種
類
が
あ
っ
て
楽
し
い
。
夏
休
み
中

に
10
回
は
来
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
市
民
プ
ー
ル
は
８
月
31
日

(

日)

ま
で
営
業
。
８
月
14
日(

木)

ま

で
は
夜
間
営
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
㉒
２
０
９
０

子どもたちの歓声と水しぶきが上がるプール

動物は優しく触ってね
動物とのふれあい方教室

青空の下元気に水しぶき
人吉市市民プールオープン

　

夏
休
み
に
合
わ
せ
、
市
内
の
小
学

６
年
生
を
対
象
に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
ク
ー
ル
が
７
月
22
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で

高
齢
者
ら
と
触
れ
合
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
、
人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　

７
月
23
・
24
日
は
七
地
町
の
リ

バ
ー
サ
イ
ド
御お

や
く
え
ん

薬
園
を
会
場
に
、
21

人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た

後
、
利
用
者
と
風
船
バ
レ
ー
を
楽
し

ん
だ
り
食
事
の
準
備
を
手
伝
っ
た
り

と
、
触
れ
合
い
な
が
ら
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

車椅子操作や高齢者の疑似体験にも挑戦 僕がやる～！  親子で楽しく料理

夏休みに福祉の心を育もう
ボランティアスクール

　

夏
休
み
期
間
中
に
Ｓ
Ｌ
人
吉
で
人

吉
駅
に
到
着
す
る
観
光
客
を
お
も
て

な
し
し
よ
う
と
、
今
年
も
観
光
関
係

者
ら
が
お
出
迎
え
を
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
球
磨
工
業
高
校
の
生

徒
会
と
サ
ッ
カ
ー
部
も
参
加
し
て
い

て
、
初
日
の
７
月
19
日
に
は
同
校
２

年
の
男
女
生
徒
が
甲

か
っ
ち
ゅ
う冑
武
者
姿
で
り

り
し
く
登
場
。
観
光
客
に
手
を
振
っ

た
り
、
一
緒
に
記
念
写
真
に
写
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
笠
原

脩し
ゅ
う
と斗
く
ん
（
瓦
屋
町
）
は
「
た
く
さ

ん
の
人
が
人
吉
に
来
て
く
れ
て
う
れ

し
い
。
甲
冑
を
着
た
の
は
初
め
て
で
、

夏
休
み
の
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

観光客と一緒にハイ、チーズ！

武者姿で「ようこそ人吉へ！」
夏休みＳＬ人吉お出迎え

　

電
気
料
基
本
料
金
の
基
準
と
な
る

最
大
需
要
電
力
（
デ
マ
ン
ド
値
）
を

抑
え
る
た
め
に
人
吉
ア
サ
ノ
電
機
株

式
会
社
（
願
成
寺
町
）
が
開
発
し
た

「
ピ
ー
ク
電
力
制
御
装
置
」
を
、
７

月
４
日
に
同
社
が
市
に
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

市
役
所
で
は
こ
れ
ま
で
、
電
気
量

節
減
の
た
め
最
大
需
要
電
力
の
設
定

値
を
超
え
る
と
職
員
が
手
動
で
空
調

機
の
設
定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
寄

贈
さ
れ
た
機
器
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
空
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
１
カ

所
で
で
き
、
空
調
機
の
稼
働
状
況
も

把
握
で
き
る
な
ど
省
エ
ネ
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

人吉アサノ電機（株）が開発した装置を手に

効率的に電気使用量を削減
ピーク電力制御装置寄附贈呈

　

６
月
23
～
29
日
の
男
女
共
同
参
画

週
間
に
合
わ
せ
、
市
男
女
共
同
参
画

推
進
室
は
６
月
26
・
27
日
に
啓
発
の

た
め
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
週
間
は
、
職
場
や
学

校
、
地
域
、
家
庭
で
男
女
そ
れ
ぞ
れ

が
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

を
目
指
す
も
の
。

　

両
日
と
も
、
市
役
所
本
庁
舎
玄
関

前
に
の
ぼ
り
を
立
て
、
職
員
が
来
庁

者
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

布
。
昨
年
の
「
１
枚
の
は
が
き
で
表

現
し
た
男
女
共
同
参
画
」
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
永
田
順
子
さ
ん
の
イ

ラ
ス
ト
を
使
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手

渡
し
、
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

来庁者にティッシュを手渡す市職員（左）

男女が活躍できる社会目指して
男女共同参画週間街頭キャンペーン

　

平
成
19
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

「
市
長
と
語
る
ひ
と
よ
し
〝
か
が
や

き
〟
づ
く
り
ト
ー
ク
」
を
、
今
年
も

始
め
ま
し
た
。
市
長
が
各
町
内
を
回

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
語
り
合

う
場
と
し
て
毎
年
開
催
。

　

今
年
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
上

戸
越
町
内
で
は
約
20
人
が
参
加
。
市

長
か
ら
市
の
財
政
状
況
や
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
進
行
状
況
を
説
明
後
、
町
内

の
方
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
は
１
日
㈮
に
下
原
田
町
荒
毛

町
内
、
７
日
㈭
に
上
・
下
・
中
青
井

町
内
、27
日
㈬
に
城
本
町
内
で
開
催
。

問
い
合
わ
せ
は
市
総
務
課
秘
書
広
報

係
へ
。

田中市長が町内の皆さんを前に市政の状況について説明

人吉の未来を語り合おう
ひとよし“かがやき”づくりトーク

　
「
食
」
を
通
じ
て
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
７
月
24
日
に
東
西
コ
ミ
セ
ン
で

「
親
子
料
理
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
小
・
中
学
校

の
給
食
を
作
る
株
式
会
社
人
吉
学
校

フ
ー
ズ
が
春
休
み
や
夏
休
み
に
開
催

し
て
い
る
も
の
。

　

今
回
の
料
理
教
室
に
は
７
組
の
親

子
が
参
加
。
食
欲
増
進
ス
タ
ミ
ナ
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー

キ
ラ
イ
ス
な
ど
４
種
類
を
親
子
で
料

理
。
参
加
し
た
東
康こ

う
た太

く
ん
と
爽そ

う
た太

く
ん
兄
弟
は「
は
じ
め
て
包
丁
を
使
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い
を
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

おいしい料理ができたかな
夏休み親子料理教室
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第61回人吉球磨総合美展作品を募集します

部　　門　　絵画・デザイン・彫刻・書道・工芸・写真の各部門

作品受付　　10月４日（土）の午前９時～午後５時、10月５日（日）の午前９時～午後３時

申込方法　　カルチャーパレス（市市民文化課）にある申込用紙に記入し、作品と一緒にスポーツパレスにお持
　　　　　　ちください。申込用紙は受付当日会場で記入することもできます。

展示期間　　10月11日（土）～ 16日（木）※厳正な審査を行い、入賞・入選作品、会員・会友の作品を展示します。

展示場所　　スポーツパレス大アリーナ

そ  の  他　　要項・申込用紙が必要な方は、下記事務局にお問い合わせください。なお、過去３年以内に出品さ
　　　　　　れた方には７月中に要項と申込用紙を郵送しています。

問合せ　人吉球磨総合美展運営委員会事務局（市市民文化課内）
　　　　　　　　　　　　        〒８６８－００１５  人吉市下城本町１５７８－１
　　　　　　　　　　　　        ☎２４－３３１１、ＦＡＸ２４－３５１９　

申込・問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係
　　　　　　　（市役所１階④番窓口、☎２２–２１１１  内線１２３１）

　市では、いつまでも生き生き元気で過ごすために、男性向けの健康教室を開催します。
　定年を迎え人生に一区切り。さあこれから何をしようかなと模索中のお父さん！ 第２の人生の始め時に、自分の
健康のこと、これからのことを一緒に考えてみませんか？ 学びと運動を兼ねた和気あいあいの楽しい講座です。「体
力をつけたい」「腰痛・ひざ痛をどうにかしたい」。そんなあなたをお待ちしています。やる気と体力を身につけて、
第２の人生のステップにしましょう。仲間を誘ってぜひご参加ください！

日　　程　９月８日（月）～ 11月10日（月）の毎週月曜日（全10回）
　　　　　※ただし、祝日の場合は火曜日に実施（9月16日、10月
　　　　　　14日、11月４日）
時　　間　午後１時30分～３時30分（２時間）
場　　所　新町町内会館（老神神社内）
対 象 者　60歳以上の男性
定　　員　20人（先着順）
参 加 料　500円（テキスト代）
申込方法　下記申込先に電話か窓口で直接お申し込みください。
申込締切　８月29日（金）

男の生き方塾ひとっ花　咲かせるための
もう

【学び】
・自分の体を知る
・おっとっと！転倒・骨折を防ぐ！
・腰痛に負けない男になる！
【運動】
・体力測定～自分を見つめる～

・気合いだ－！ボクササイズ
・鍛えれば若返るぞ脳トレ！

など、内容盛りだくさん

内　容

今が始め時!! 受講者大募集！
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八代 段 坂本 葉木 鎌瀬 瀬戸石 海路 吉尾 白石 球泉洞

植
村

大
隅
横
川

栗
野

吉
松

真
幸

矢
岳

大
畑

人
吉

西
人
吉

渡

那
良
口

霧
島
温
泉

嘉
例
川

中
福
良

表
木
山

日
当
山

隼
人

一勝地

世 界 遺 産 へ
肥薩線、世界遺産への道―。

vol.23

地域の宝・肥薩線を世界へ―。
100年の歴史を持つ肥薩線の鉄道遺産を紹介します。

　

芦
北
町
の
吉よ
し
お尾
・
海か

い
じ路
駅
を
過

ぎ
る
と
、
八
代
市
の
瀬
戸
石
～

鎌か
ま
せ瀬
間
に
第
二
球
磨
川
橋

き
ょ
う
り
ょ
う
梁
と
同

じ
よ
う
な
構
造
の
球
磨
川
第
一
橋

梁
が
あ
り
ま
す
。

　

橋
は
、
建
設
場
所
の
条
件
に
応

じ
て
形
式
を
選
び
、
設
計
の
中
で

荷
重
や
強
度
を
計
算
し
て
そ
れ
に

合
っ
た
部
材
を
使
用
し
、
建
設
し

ま
す
。
そ
の
た
め
肥
薩
線
で
は
、

桁け
た

橋ば
し

や
ト
ラ
ス
橋

き
ょ
う、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
式
の
橋

が
あ
り
ま
す
。

　

球
磨
川
第
一
橋
梁
は
明
治
39
年

か
ら
国
の
直
営
で
工
事
が
始
ま
り
、

間は
ざ
ま

組
が
作
業
員
な
ど
の
調
達
を
行

い
ま
し
た
。
人
吉
側
は
62
・
７
㍍

の
単
線
下か

ろ
き
ょ
く
げ
ん

路
曲
弦
プ
ラ
ッ
ト
ト
ラ

ス
二
連
、
八
代
側
は
25
・
４
㍍
の

単
線
上じ

ょ
う
ろ路

プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー
三

連
を
組
み
合
わ
せ
た
構
造
で
す
。

　

プ
ラ
ッ
ト
ト
ラ
ス
と
は
斜
材
を

橋
の
中
央
か
ら
Ｖ
字
に
配
置
し
た

構
造
の
こ
と
。
上
路
と
は
主し

ゅ
げ
た桁
の

上
に
線
路
が
位
置
す
る
も
の
で
、

下
路
は
桁
の
下
に
線
路
が
位
置
す

る
橋
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
河

川
に
対
し
線
路
が
斜
め
に
横
断
す

る
た
め
、
橋
の
下
部
の
橋
台
と
橋

脚
は
川
と
平
行
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
部
の
ト
ラ
ス
の
端
は
一
方
を

垂
直
に
、
片
方
を
斜
め
に
し
た
ト

ラ
ン
ケ
ー
ト
ト
ラ
ス
で
す
。
ト
ラ

ン
ケ
ー
ト
と
は
「
切
り
詰
め
る
」

と
い
う
意
味
で
、
橋
が
切
り
詰
め

た
よ
う
な
外
観
の
た
め
こ
う
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
も
肥
薩
線

の
球
磨
川
第
一
橋
梁
と
第
二
球
磨

川
橋
梁
に
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

部
材
連
結
を
ピ
ン
結
合
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
、
ト
ラ
ス
の
材
料
は

ア
メ
リ
カ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
会
社
エ
ッ

ジ
ム
ー
ア
工
場
製
の
も
の
を
輸
入

し
て
い
ま
す
。

　

八
代
側
の
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー

橋
三
連
は
日
本
人
の
杉
文
三
が
設

計
し
ま
し
た
。プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
ー

と
は
鋼
板
と
形か

た
こ
う鋼
を
組
み
合
わ
せ

て
構
成
す
る
桁
で
、
鉄
道
橋
と
し

て
は
最
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

二
つ
の
構
造
を
持
つ

肥
薩
線
で
最
も
長
い
橋

市自治振興課肥薩線世界遺産推進室（☎22-2111内線2221）

D51復活運行に向けた署名にご協力ください！詳しくはこちら→　肥薩線を未来へつなぐ協議会ホームページ　http://www.hisatsusen.com/

球磨川第一橋梁

▲左(人吉側)がトラス構造、右(八代側)がプ
　レートガーダー構造

「人吉市子どもを守る五つの宣言」を策定しました
　携帯電話やスマートフォン、インターネットでの犯罪などのトラブルから子どもを守るため、市ＰＴＡ連絡協議会
では「人吉市子どもを守る五つの宣言」を策定しました。市内の全小・中学校に配布し、各家庭でのルールを決めて
もらい、子どもが携帯電話などでトラブルに巻き込まれないよう見守りを行います。
　また、市内の全小・中学校で携帯電話やスマートフォン、インターネットに関するアンケート調査を実施しました。
アンケートの結果を基に、今後は子どもたちへの指導や保護者向けの研修などを行います。保護者や学校だけではな
く、地域が一体となってさまざまなトラブルから子どもを守りましょう。

人吉市子どもを守る五つの宣言

一　携帯電話やスマートフォン、インターネット等の通信機器によるコミュニケー
　　ションを極力避けるように保護者が注意します。

二　携帯電話やスマートフォン、インターネット等の自宅での使用は、保護者の目
　　の届く場所に限定し、夜９時から朝７時までは保護者が預かります。

三　携帯電話やスマートフォン、インターネット等の通信機器のフィルタリングは
　　保護者が責任をもって行い、通信内容はいつでも確認できるようにします。

四　食事中や人と話をしている時、勉強中、自転車を運転している時など、携帯電
　　話やスマートフォン等を使用しないように保護者が注意します。

五　わが家の宣言　※各家庭でルールを決める。

携帯電話やスマートフォン、インターネットに関するアンケートの結果
調査対象：市内の小学校４～６年の児童（884人）と中学校全学年の生徒（921人）

Ｑ．あなたは携帯電話、スマートフォンを持っていますか？

持っている 家族と共用している 持っていない
小学生 25％ 30％ 45％
中学生 27％ 24％ 50％

・２人に１人の児童・生徒が携帯電話などを使用できる環境にあります。

Ｑ．携帯電話やスマートフォン、そのほか通信可能な機器でメールのやり取りをしていますか？

している していない
小学生 36％ 64％
中学生 50％ 50％

・小学生は３人に１人がメールをしているのに対し、中学生は２人に１人がメールをしています。

Ｑ．メールのやり取りをしている人は、誰とメールのやり取りをしていますか？

親 兄弟姉妹 学校の友達 学校外の友達 親しい異性 先輩や後輩 会ったことがない人
小学生 37％ 17％ 20％ 11％ ３％ ５％ ３％
中学生 22％ 14％ 26％ 12％ ７％ 13％ ４％

・会ったことがない人とメールをしている児童・生徒のうち、25 人が「会おう」と誘われています。そのうち、実 
   際に会っていた子どもが４人いたことが分かりました。

問合せ　市社会教育課（☎２２－２１１１  内線５２０３）
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▲昨年の様子

▲茂ケ野水源地から
　湧き出す水

募
　
　
集

障
害
者
週
間
に
ち
な
ん
だ

作
文
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

　

県
で
は
、
12
月
３
日
㈬
～
９
日

㈫
の
障
害
者
週
間
を
中
心
に
、
障

害
が
あ
る
人
へ
の
理
解
を
広
げ
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
「
く
ま
も
と

ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、

作
文
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ

り
ま
す
。

作
文
テ
ー
マ

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪

―
障
が
い
が
あ
る
人
と
な
い
人
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
広
げ
よ

う
―

ポ
ス
タ
ー
テ
ー
マ

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も

が
能
力
を
発
揮
し
て
安
全
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現

応
募
資
格　

作
文
：
小
学
生
以
上

（
大
人
も
応
募
で
き
ま
す
）

ポ
ス
タ
ー
：
小
・
中
学
生

募
集
締
切　

９
月
８
日
㈪

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

県
障
が
い
者
支
援

課
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
３
７
）

「
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
」

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会

出
場
者
募
集

保
育
士
資
格
を

取
得
し
て
い
る
方
の
研
修
会

催 

し 

物

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

お
知
ら
せ

精
霊
流
し
を
す
る
と
き
は

舟
を
回
収
し
て
く
だ
さ
い

　

人
吉
球
磨
に
は
、
お
盆
に
帰
っ

て
こ
ら
れ
た
ご
先
祖
の
霊
を
、

精し
ょ
う
ろ
う霊
舟
を
流
し
て
お
送
り
す
る
習

わ
し
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
球

磨
川
に
流
し
た
精
霊
舟
は
下
流
に

漂
着
し
、
回
収
さ
れ
な
い
ま
ま
放

置
さ
れ
た
り
舟
に
載
せ
た
お
供
え

物
が
腐
っ
て
悪
臭
を
放
っ
た
り

と
、
危
険
で
不
衛
生
な
状
況
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

精
霊
流
し
を
行
う
と
き
は
、
舟

を
回
収
す
る
と
こ
ろ
ま
で
考
え
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
先
祖
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
清
流
・
球
磨
川

を
、
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
に
保
ち

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

八
代
河
川
国
道
事
務
所

人
吉
出
張
所
（
☎
㉒
３
２
４
４
）

水
の
恵
み
に

感
謝
し
ま
し
ょ
う
！

　

茂
ケ
野
水
源
地
（
大
野
町
）
は
、

昭
和
32
年
10
月
に
本
市
最
初
の
上

水
道
と
し
て
給
水
を
開
始
し
た
水

源
で
す
。
古こ

ぶ
っ
ち
ょ
う

仏
頂
・
井
ノ
口
水
源

と
と
も
に
本
市
の
重
要
な
水
源

平
和
を
祈
り
黙
と
う
を

　

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
今
年
で
69
年
目
を
迎
え
ま

す
。
戦
没
者
、
原
爆
死
没
者
の
ご

冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を

祈
念
し
、
家
庭
や
職
場
で
１
分
間

の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
月
６
日
㈬
午
前
8
時
15
分

８
月
９
日
㈯
午
前
11
時
2
分

８
月
15
日
㈮
正
午

問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

浄
化
槽
の
設
置
で

快
適
な
生
活
環
境
を

で
、
総
配
水
量
の
約
50
㌫
を
賄
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
由
来
は
古
く
、
京
都
醍
醐

寺
と
関
連
し
た
茂
ケ
野
修
験
道
の

精
神
の
鍛
練
な
ど
を
行
う
修
行
場

で
し
た
。
ま
た
相
良
藩
主
の
武
運

長
久
、
子
孫
繁
栄
、
領
中
安
全
を

祈
願
し
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
熟
、

万
民
豊
楽
を
祈
っ
た
水
源
で
も
あ

り
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
は
く
ま

も
と
名
水
１
０
０
選
の
一
つ
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
１
日
は
「
水
の
日
」、

８
月
１
日
～
７
日
は「
水
の
週
間
」

で
す
。
本
市
の
主
な
水
源
は
自
然

の
恵
み
の
中
で
育
ま
れ
た
湧
水
で

す
の
で
、
美
し
い
森
林
や
美
し
い

川
を
守
り
、
水
資
源
を
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
上
水
道
課

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

毎
年
８
月
は
「
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
」
の
提
出
月
で
す
。
対
象

者
に
は
市
福
祉
課
か
ら
提
出
書
類

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
29
日

㈮
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
８

月
分
以
降
の
支
給
が
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
。
現
況
届
を
２
年
間
提
出

し
な
い
場
合
は
受
給
資
格
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
婚
姻
や
住
所
変
更
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
は
必
ず
市
福
祉
課

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
は
８

月
11
日
㈪
に
振
り
込
み
ま
す
。
昨

年
度
の
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な

い
方
な
ど
に
は
支
払
い
が
で
き
ま

せ
ん
。
急
い
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

市
で
は
、
河
川
の
水
質
を
守
り

快
適
な
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
補
助
制
度
を
設
け
て
浄
化
槽

の
設
置
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

河
川
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
る
大

き
な
原
因
の
１
つ
が
、
炊
事
、
洗

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

行
い
ま
す

　

市
税
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ

え
た
動
産
を
、
Ｙヤ

フ

ー

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！ 

Ｊジ

ャ

パ

ン

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
公
売
し
ま
す
。
公
売
の
売
却

代
金
は
滞
納
市
税
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

参
加
申
込　

８
月
15
日
㈮
午
後
１

時
～
８
月
29
日
㈮
午
後
11
時

入
札
実
施
（
せ
り
売
り
方
式
）

９
月
５
日
㈮
午
後
１
時
～
９
月
８

日
㈪
午
後
11
時

※
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
公
売

物
件
ご
と
に
参
加
申
込
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
滞
納
税
が
公
売
前
に
完
納
さ
れ

た
場
合
に
は
、
該
当
物
件
の
公
売

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
納
税
課
納
税
係

　
「
観
光
客
の
皆
さ
ま
に
心
を
込

め
た
お
も
て
な
し
を
！
」
を
合
言

葉
に
始
ま
り
、
今
回
で
10
回
目
と

な
る
「
２
０
１
４
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と

博
覧
会
」
を
、
今
年
も
10
月
～
11

月
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
博
覧

会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
多
く

の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
力
が
必

要
で
す
。

　

実
行
委
員
と
し
て
「
じ
ゅ
ぐ

り
っ
と
博
覧
会
」
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

※
職
業
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動
で

す
。

申
込
・
問
合
せ　

２
０
１
４
じ
ゅ

ぐ
り
っ
と
博
覧
会
実
行
委
員
会
事

務
局
（
市
観
光
振
興
課
内
）

　

保
育
士
の
専
門
性
向
上
と
質
の

高
い
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
保
育
士
の
研
修
会
を
実
施

し
ま
す
。

対
象　

保
育
士
資
格
取
得
者
、
保

育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
以
外
の

職
員
（
看
護
師
、
調
理
員
、
事
務

職
員
な
ど
）

期
日　

８
月
28
日
㈭

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

会
場　

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安

（
宝
来
町
）

参
加
料　

無
料

講
師　

花
ま
る
学
習
会
代
表　

高た
か
は
ま濱 

正ま
さ
の
ぶ伸
さ
ん

演
題　

母
親
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
市
福
祉

課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※

先
着
順

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童

福
祉
係

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

８
月
20
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

中
原
コ
ミ
セ
ン

テ
ー
マ　

外
遊
び
「
シ
ャ
ボ
ン
玉

遊
び
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
　

９
５
６
６
）

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

第
47
回
人
吉
市
歳
末
た
す
け
あ

い
演
芸
会
に
無
償
で
出
演
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

期
日　

12
月
７
日
㈰

時
間

午
前
の
部
＝
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　

午
後
0
時
30
分

農
地
を
「
貸
し
た
い
方
」「
借

り
た
い
方
」
を
募
集
し
ま
す

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県

農
業
公
社
）
は
、
農
業
経
営
を
縮

小
さ
れ
る
方
な
ど
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
、
担
い
手
農
家
な
ど
に
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。「
農
地
を
貸

し
た
い
方
」「
農
地
を
借
り
た
い

方
」
は
、
県
指
定
の
農
業
公
社
に

お
任
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

県
農
業
公
社
、
市
農

業
振
興
課
、
市
農
業
委
員
会
、
Ｊ

Ａ
の
担
当
窓
口
の
ど
れ
か
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
農
業
公
社
（
☎

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

バ
ス
旅
行
参
加
者
募
集

　

バ
ス
旅
行
で
母
子
・
父
子
の
触

れ
合
い
を
深
め
、
ほ
か
の
家
族
と

の
楽
し
い
仲
間
づ
く
り
、
思
い
出

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

期
日　

８
月
24
日
㈰

行
き
先　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
動
物

園
・
宮
崎
科
学
技
術
館
（
宮
崎
市
）

対
象　

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
と

子定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

一
家
族
５
０
０
円

濯
、
風
呂
な
ど
で
使
わ
れ
た
生
活

雑
排
水
で
す
。

　

浄
化
槽
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

全
て
の
汚
水
を
浄
化
し
て
放
流
す

る
た
め
、
河
川
が
汚
れ
る
の
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
し

尿
と
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理

す
る
浄
化
槽
は
、
し
尿
の
み
を
処

理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽
と
比
べ

て
、
河
川
に
流
す
汚
れ
の
量
を
約

８
分
の
１
に
減
ら
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
下
水
道
課

申
込
方
法　

市
福
祉
課
（
市
役
所

⑤
番
窓
口
）
に
あ
る
参
加
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

８
月
11
日
㈪

申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童

福
祉
係

０
９
６
‐
２
１
３
‐
１
２
３
４
）

午
後
の
部
＝
午
後
３
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
時
30
分

会
場　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
大

ホ
ー
ル

部
門　

舞
踊
、
民
謡
、
演
奏
、
コ

ン
ト
な
ど
（
歌
謡
曲
部
門
除
く
）

募
集
期
間　

８
月
18
日
㈪
～
９
月

10
日(

水)

午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
㉔
９
１
９
２
）
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※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

８
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈮
広
報
配
布
、
〝
か
が
や
き
〟
づ
く

り
ト
ー
ク
（
中
原
コ
ミ
セ
ン
）

２
㈯
水
源
祭
（
茂
ケ
野
水
源
地
）、
ゆ
う

れ
い
祭
り
（
永
国
寺
）

３
㈰
鹿
目
の
滝
ま
つ
り
、
熊
本
県
消
防

操
法
大
会
（
SP
）

4
㈪

５
㈫

６
㈬

７
㈭
〝
か
が
や
き
〟
づ
く
り
ト
ー
ク
（
青

井
阿
蘇
神
社
）

８
㈮
ふ
れ
あ
い
村
夏
祭
り
（
延
寿
荘
）

９
㈯
く
ま
も
と
子
ど
も
芸
術
祭
（
CP
、

SP
、
～
10
日
）

10
㈰
夏
休
み
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト 

吉
松
駅
で

Ｓ
Ｌ
を
描
こ
う
！

11
㈪

12
㈫
夏
え
び
す
祭
（
九
日
町
通
り
）

13
㈬

14
㈭

15
㈮
人
吉
花
火
大
会（
中
川
原
公
園
一
帯
）

16
㈯

17
㈰

18
㈪
広
報
配
布

19
㈫

20
㈬

21
㈭

22
㈮

23
㈯

24
㈰

25
㈪

26
㈫

27
㈬
〝
か
が
や
き
〟
づ
く
り
ト
ー
ク
（
修

成
館
）

28
㈭

29
㈮

30
㈯
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
50
周
年
記
念

式
典
（
CP
）

31
㈰
人
吉
市
総
合
防
災
訓
練
（
市
役
所

別
館
）

健　
　

康

特
定
健
診
は
８
月
ま
で
に

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
診
の
実
施
は
８
月
ま
で

で
す
。
健
診
は
、
あ
な
た
の
体
の

こ
と
を
知
る
唯
一
の
手
段
で
す
。

ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
は
必

ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

40
～
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

健
診
会
場　

市
内
の
医
療
機
関

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

特定健診受診申込率（６月30日現在）

校区 対象者(人) 受診申込(人) 受診申込率
東 1,687 709 42％
西 1,378 562 41％

東間 1,181 575 49％
西瀬 1,144 474 41％
中原 1,366 606 44％
大畑 410 174 42％
合計 7,166 3,100 43％

申
込
・
問
合
せ　

市
保
健
セ
ン

タ
ー
健
康
増
進
係　

税
・
料
金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

納
め
忘
れ
が
な
い
「
口
座
振
替
」

が
便
利
で
す
。
さ
ら
に
保
険
料
を

当
月
末
に
口
座
振
替
す
る
「
早
割

り
」
や
６
カ
月
分
を
ま
と
め
て
口

座
振
替
す
る
「
前
納
」
を
利
用
す

る
と
、
保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ

て
お
得
で
す
。
下
期
前
納
６
カ
月

分
（
10
月
～
翌
３
月
分
）
の
申
し

込
み
は
８
月
末
ま
で
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５　

６
１
２
３
）、

市
保
険
年
金
課
国
保
年
金
係

転
倒
予
防
教
室

　

生
活
習
慣
病
や
転
倒
予
防
の
た

め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
学
び
ま
す
。

期
間　

９
月
８
日
～
12
月
８
日
の

月
曜
日
（
全
12
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

対
象
者　

中
高
齢
者

料
金　

３
６
０
０
円

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
資
格

を
取
得
し
て
、
介
護
施
設
や
病
院

な
ど
で
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

期
間　

９
月
２
日
㈫
～
11
月
４
日

㈫
の
う
ち
30
日
間

場
所　

ニ
チ
イ
学
館
に
し
き
教
室

（
球
磨
郡
錦
町
）

定
員　

20
人

申
込
締
切　

８
月
19
日
㈫

樹
木
管
理
講
習

　

プ
ロ
の
指
導
で
剪せ

ん
て
い定

技
術
を
習

得
し
、
造
園
業
や
施
設
管
理
な
ど

で
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

期
間　

９
月
４
日
㈭
～
12
日
㈮
の

う
ち
７
日
間

場
所　

㈲
球
磨
緑
地
内
（
球
磨
郡

錦
町
）

定
員　

25
人

申
込
締
切　

８
月
21
日
㈭

両
講
座
共
通

応
募
資
格　

55
歳
以
上
の
方
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
登
録
が
必
要

で
す
）

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

人
吉
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉔

４
６
８
１
）

試　
　

験

自
衛
官
採
用
試
験

【
防
衛
大
学
校
（
推
薦
）】

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
方
※
高
等
学
校
長
の

推
薦
な
ど
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈮
～
９
日

㈫試
験
日　

９
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

【
防
衛
大
学
校
（
総
合
選
抜
）】

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈮
～
９
日

㈫一
次
試
験
日　

９
月
27
日
㈯

【
航
空
学
生
】

受
験
資
格　

高
卒（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
９
月

９
日
㈫

一
次
試
験
日　

９
月
23
日
㈫

【
一
般
曹
候
補
生
】

受
験
資
格　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満

の
方
（
中
卒
可
）

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
９
月

９
日
㈫

一
次
試
験
日　

９
月
20
日
㈯

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

受
験
資
格　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満

の
方
（
中
卒
可
）

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
９
月

９
日
㈫

学
科
試
験
日　

９
月
20
日
㈯

【
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）】

受
験
資
格　

18
歳
か
ら
27
歳
未
満

の
方
（
中
卒
可
）

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈮
～
９
月

９
日
㈫

試
験
日　

９
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

健
康
推
進
員
が

健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

推
進
に
取
り
組
む
「
人
吉
市
保
健

補
導
員
」
が
「
人
吉
市
健
康
推
進

員
」
に
名
称
を
変
え
、
３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
１
２
１
人
の
健
康
推

進
員
が
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

い
て
、
年
４
回
の
「
は
つ
ら
つ
健

康
教
室
」
の
ほ
か
市
民
健
康
講
座

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程
な
ど

は
広
報
ひ
と
よ
し
で
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
週
土
曜
日
は
市
内
ど

こ
か
の
校
区
で
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

簡
単
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室

　

楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
動
か

し
、
体
力
と
運
動
能
力
を
高
め
ま

す
。

期
間　

10
月
13
日
～
12
月
８
日
の

月
曜
日
（
全
８
回
）

時
間　

午
後
７
時
～

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

対
象
者　

高
校
生
以
上

料
金　

２
４
０
０
円

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

８
月
４
日
㈪
～
29
日

㈮申
込
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
人
吉
市
体
育
協
会
（
☎
㉒

１
６
８
８
）

講
座
・
教
室

「
イ
ク
メ
ン
講
座
」
で

子
育
て
力
ア
ッ
プ
！

　

お
父
さ
ん
の
た
め
の
子
育
て
講

座
で
す
。

期
日　

８
月
24
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
九

ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
九
日
町
）

テ
ー
マ　

ふ
れ
あ
い
遊
び

講
師　

田
中 

三
智
代
さ
ん

対
象
者　

０
～
５
歳
児
と
保
護
者

募
集
人
員　

10
人
程
度（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎　

９
５
６
６
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

８
月
４
日
㈪
～
29
日

㈮申
込
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
人
吉
市
体
育
協
会
（
☎
㉒

１
６
８
８
）

相　
　

談

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の

労
働
相
談

　

県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の

労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
来
所

か
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
程　

８
月
13
日
㈬　
「
派
遣
労
働
、
契

約
社
員
の
雇
い
止
め
に
つ
い
て
」

８
月
27
日
㈬　
「
解
雇
、
退
職
勧

トラクターやコンバイン・
田植え機などをお持ちの方へ
　乗用装置のあるトラクター・コンバイン・
田植え機などをお持ちの方は、軽自動車税の
申告（ナンバー取得）が必要です！！
①軽自動車税の申告が必要な農機具
　最高速度が時速35㌔未満の農耕トラクター
　、農業用薬剤散布車・コンバイン、　田植
　え機などで乗用装置があるもの。
②申告場所
　市税務課（市役所本庁舎１階⑦番窓口）
　※農耕用小型特殊自動車をお持ちの方は必
　ず申告してください。
　※軽自動車税は所有していることに基づい
　て課税されます。公道走行の有無とは無関
　係です。
問合せ　市税務課諸税係
　　　　（☎２２－２１１１内線１１７７）

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
㉒

４
７
０
４
）

熊
本
県
職
員
・
警
察
官

採
用
試
験

試
験
の
種
類

①
短
期
大
学
卒
業
程
度
（
学
校
図

書
館
事
務
）

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事

務
、
警
察
事
務
、
教
育
事
務
、
一

般
土
木
、
農
業
土
木
）

③
免
許
資
格
職
（
保
育
士
、
看
護

師
）

④
警
察
官
Ｂ

⑤
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る

職
員
採
用
選
考
試
験（
一
般
事
務
、

教
育
事
務
）

申
込
締
切　

８
月
29
日
（
金
）
※

消
印
有
効

一
次
試
験
日　

①
～
③
９
月
28
日

㈰
、
④
10
月
19
日
㈰
、
⑤
10
月
26

日
㈰

問
合
せ　

県
人
事
委
員
会
事
務

局
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
７
３
３
）

奨
・
退
職
に
つ
い
て
」

相
談
時
間　

午
後
１
時
～
４
時

相
談
場
所　

県
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
水

道
町
８
‐
６　

朝
日
生
命
熊
本
ビ

ル
１
階
）

※
テ
ー
マ
以
外
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

問
合
せ　

県
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐

３
６
１
３
）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
75
歳
以
上
の

方
が
対
象
の「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
仕
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２–２１１１内線1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22–2111 内線 2208）
電子メール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

ようこそ としょかんへ！

３歳までの子どもの写真募集中！

問 図書館　☎２４–３５１８

この本よかばい！

児童

一般

連絡先を忘れずに

問 

市
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係 

    (

☎
㉒
２
１
１
１ 

内
線
１
２
２
５)

後
期
高
齢
者
医
療

知
っ
て
お
き
た
い
！

新
刊
案
内 (

７
月
の
新
刊
か
ら)

８月の休館日
４日、11日、18日、25日

一番大好きなのはマ
マ！だけどみんなにも
笑顔を与えるよ！

いつも元気一杯！お姉
ちゃん、お兄ちゃんと
たくさん遊ぼうネ！

じいちゃん、ばあちゃ
ん、いっぱいあそんで
ね☆

迫
さ こ だ

田 心
み ゆ

結ちゃん春
は る き

木 真
ま

菜
な

花
か

ちゃん宮
みやはら

原 遙
は る と

歩ちゃん

７カ月（井ノ口町）２歳（田町）８カ月（下林町）
平成25年12月３日生平成24年３月22日生平成25年11月26日生
敏史パパ・由佳ママ顕パパ・早矢加ママ　勉パパ・友紀ママ

石蔵 文信／講談社

男のええ加減料理
60歳からの超入門書

ジェイムズ・ランフォード／
あすなろ書房

グーテンベルクの
ふしぎな機械

　

定
年
後
の
男
性
に
料
理
を
始

め
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
で
書

か
れ
て
い
る
本
で
す
。
30
種
類

余
り
の
和
洋
中
レ
シ
ピ
が
掲
載

し
て
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

20
分
ほ
ど
で
完
成
し
ま
す
。
し

か
も
使
う
道
具
は
土
鍋
だ
け
。

料
理
初
心
者
の
男
性
に
お
す
す

め
で
す
。

　

１
４
５
０
年
ご
ろ
、
ド
イ
ツ

の
マ
イ
ン
ツ
市
に
不
思
議
な
も

の
が
登
場
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
作
製
し
た

活
版
印
刷
機
。
活
版
印
刷
機
は

ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
の

か
。
そ
の
誕
生
秘
話
と
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
暮
ら
し

を
伝
え
て
い
ま
す
。

三田村 蕗子／
ポプラ社

今
月
の
紹
介
者

西
にし

 孝
た か こ

子さん

南町

　
「
お
届
け
に
あ
が
り
ま
し
た
！
」

宅
配
便
以
外
で
耳
に
す
る
こ
と
は
ま

れ
で
す
が
、
あ
る
ん
で
す
。
〝
か
ゆ

い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
”
デ
リ
バ

リ
ー
が
…
…
。

　

限
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
す
が
、シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
を
搭
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
を

依
頼
主
の
企
業
や
近
く
の
駐
車
場
に

止
め
て
、
裁
断
作
業
を
す
る
デ
リ
バ

リ
ー
。
ク
ズ
は
１
㍍
四
方
の
キ
ュ
ー

ブ
状
に
圧
縮
さ
れ
製
紙
会
社
で
再
生

し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
で
食
事
制
限
を
必
要

と
す
る
人
の
治
療
食
デ
リ
で
は
、
栄

養
士
が
配
達
し
て
そ
の
場
で
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
と
栄
養
指
導
。

　

愛
し
た
ペ
ッ
ト
と
そ
の
家
族
に
ふ

さ
わ
し
い
お
葬
式
を
挙
げ
た
い
と
早

朝
深
夜
で
も
対
応
す
る
「
出
張
火
葬

車
」
な
ど
…
…
。

　

面
白
い
デ
リ
バ
リ
ー
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
！

お届けに
あがりました！

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
は
、
商
品
購

入
や
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

後
、
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契

約
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

①
契
約
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

　
　

訪
問
販
売
の
ほ
か
、
販
売
目
的
を
告

　

げ
ず
に
店
舗
や
営
業
所
に
連
れ
て
行
か

　

れ
て
契
約
し
た
場
合
で
も
ク
ー
リ
ン
グ

　

・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。　

②
購
入
し
た
商
品
は
何
で
す
か
？

　
　

原
則
全
て
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
権

　

利
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の

　
「
政
令
指
定
消
耗
品
」
は
未
使
用
が
条

　

件
で
す
。

③
総
額
い
く
ら
で
購
入
し
ま
し
た
か
？

　
　

３
千
円
未
満
の
現
金
取
り
引
き
は
ク

　

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

④
契
約
書
を
受
け
取
っ
て
８
日
以
内
で
す

か
？

　
　

契
約
書
を
受
け
取
っ
て
８
日
以
内
で

　

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

　

ま
す
。

⑤
営
業
目
的
の
契
約
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
消
費
者
保

　

護
の
た
め
の
制
度
で
す
。
購
入
者
が
営

　

業
の
た
め
に
契
約
し
た
場
合
は
、
ク
ー

　

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

⑥
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
書
面
で

　
　

は
が
き
に
必
要
事
項
を
書
い
て
「
特

　

定
記
録
郵
便
」
で
送
付
し
ま
す
。
は
が

　

き
は
コ
ピ
ー
し
て
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
妨
害
が
あ
っ
た

場
合

　
　
「
脅
さ
れ
手
続
き
が
で
き
な
か
っ
た
」

　

な
ど
と
い
う
場
合
は
、
８
日
間
過
ぎ
て

　

も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

⑧
お
金
は
返
っ
て
き
ま
し
た
か
？

　
　

支
払
っ
た
お
金
は
全
額
返
金
し
て
も

　

ら
い
、
受
け
取
っ
た
商
品
は
販
売
会
社

　

に
引
き
取
る
よ
う
に
要
求
し
ま
し
ょ

　

う
。

⑨
関
係
書
類
は
５
年
間
保
管

　
　

商
法
で
は
、
事
業
者
の
債
権
は
５
年

　

で
消
滅
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

書
類
は
５
年
間
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い

て
も
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
諦
め
な

い
で
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

医
療
費
の
し
く
み

　

保
険
の
運
営
者
を
「
保
険
者
」
と
い
い
、

保
険
の
加
入
者
を
「
被
保
険
者
」
と
い
い

ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
者

は
都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
、
熊
本
県

の
保
険
者
は
「
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
」
で
す
。

　

保
険
者
か
ら
被
保
険
者
で
あ
る
皆
さ
ん

が
受
け
る
「
給
付
」
に
つ
い
て
、
簡
単
な

例
で
説
明
し
ま
す
。

　
「
先
日
、
病
院
に
行
っ
た
と
き
、
診
察

代
と
し
て
窓
口
で
６
０
０
円
を
支
払
い
、

処
方
箋
を
受
け
取
っ
て
薬
局
で
薬
代
の

４
０
０
円
を
支
払
い
ま
し
た
」。
こ
の
場

合
、
総
額
千
円
を
支
払
い
ま
し
た
が
、
負

担
割
合
が
１
割
で
あ
れ
ば
実
際
に
掛
か
っ

た
医
療
費
は
１
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
残
り
の
９
千
円
は
保
険
で
の
支
払

い
で
す
の
で
、
後
日
、
保
険
者
の
「
熊
本

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
病
院

や
薬
局
に
直
接
支
払
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

被
保
険
者
は
間
接
的
に
残
り
の
９
千
円
を

受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

果
た
し
て
こ
の
９
千
円
は
、
被
保
険
者

が
納
め
て
い
る
保
険
料
だ
け
で
賄
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
内
容
は
、
左

図
で
示
す
と
お
り
で
す
。
被
保
険
者
が
納

め
る
保
険
料
で
の
支
払
い
は
約
１
割
の

９
０
０
円
で
、
残
り
の
医
療
費
は
国
、
県
、

市
の
公
費
か
ら
約
５
割
、
若
年
者
な
ど
ほ

か
の
保
険
加
入
者
の
支
援
金
か
ら
約
４
割

を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
で
の
支
払
い
に
は
給
付
対
象
に
な

ら
な
い
保
険
適
用
外
の
治
療
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
二
回

保険者が支払う医療費の9,000円の内訳

被保険者が納めた保険料 900円

公費から 4,500円

国費：3,000円 県費：750円 市費：750円

後期高齢者支援金から 3,600円

※若年者などの国民健康保険料や社会保険料から
支払われます

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時、
８月28日（木）までの平日は
午後６時まで
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合はその翌日）
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暑
く
楽
し
い
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
は

小
学
生
以
来
、
十
数
年
ぶ
り

に
川
に
泳
ぎ
に
行
っ
た
り
、

初
め
て
球
磨
川
下
り
に
乗
っ

た
り
と
人
吉
の
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

人
吉
の
夏
は
ゆ
う
れ
い
祭

り
や
花
火
大
会
な
ど
た
く
さ

ん
の
祭
り
が
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
人
吉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ボ
ー
イ
デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
あ
る
の
で
、
久
し
ぶ

り
に
「
祭
り
の
夏
」
に
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家

族
や
友
人
も
連
れ
出
し
て
楽

し
く
元
気
に
夏
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
体
調
管
理
を
心
が
け

た
い
で
す
。

編
集
後
記

夏休みに出没するカッパを
封印しようと、くまモンや
人吉キャンペーンボーイら
カッパ捜索隊が登場しまし
た。イベントの詳細は12
㌻をご覧ください。

カッパを封印するために動き
出したカッパ捜索隊

市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

梅
雨
が
明
け
、
い
よ
い
よ
本
格
的

な
夏
到
来
で
す
。
大
変
蒸
し
暑
い
こ

と
を
球
磨
弁
で
「
ほ
め
く
」
と
言
い

ま
す
が
、「
め
く
」
は
「
春
め
く
」

と
か
「
時
め
く
」
と
か
の
「
め
く
」

だ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、「
ほ
め
く
」
の
「
ほ
」
は
、

火
を
「
ほ
」
と
読
み
ま
す
か
ら
、「
ほ

め
く
」
と
は
、「
焼
け
つ
く
よ
う
な

火
に
あ
た
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
勝

手
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
、

い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？　

　

と
こ
ろ
で
、
ほ
め
く
日
こ
そ
熱
中

症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
ほ
め
く
よ
う
な
暑
い
夏
に

は
、
球
磨
川
下
り
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
私
も
先
日
、
ど
う
し
た
ら
球

磨
川
下
り
が
再
生
す
る
だ
ろ
う
か

と
、
十
数
年
ぶ
り
に
人
吉
の
発
船
場

か
ら
球
泉
洞
対
岸
ま
で
下
っ
て
み
ま

し
た
。

　

清
流
コ
ー
ス
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

舟
遊
び
を
楽
し
む
風
情
は
、
前
に
経

験
し
た
と
お
り
の
船
旅
で
し
た
。
船

べ
り
に
体
を
預
け
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の

名
調
子
を
聞
き
な
が
ら
景
色
を
愛

で
、
鳥
や
ス
ッ
ポ
ン
を
探
し
な
が
ら

の
穏
や
か
な
も
の
で
し
た
。
一
方
、

急
流
コ
ー
ス
は
も
の
す
ご
い
ス
リ
ル

と
面
白
さ
で
、
乗
客
一
同
、
歓
声
を

上
げ
た
り
次
の
荒
瀬
に
お
の
の
い
た

り
と
実
に
楽
し
く
満
喫
で
き
る
も
の

で
し
た
。

　

球
磨
川
は
日
本
三
大
急
流
と
申
し

ま
す
が
、
球
磨
川
こ
そ
が
、
日
本
一

の
最
急
流
で
あ
る
と
確
信
で
き
る
船

旅
で
し
た
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ

ん
、
一
、二
度
は
、
お
試
し
あ
れ
。

編
集
室
か
ら

「ダムによらない治水対策案」の住民説明会を開催します
　川辺川ダム建設計画について、県は平成20年９月に白紙撤回表明を行いました。その後、国、県、流域
の12市町村は「ダムによらない治水を検討する場」を設置し、川辺川ダム以外の治水対策の現実的な手法
について検討をしてきました。
　そこで、市民の皆さんを対象に、これまで積み上げてきた「ダムによらない治水対策案」の概要について
説明会を開催します。多くの方の参加をお待ちしています。

日時・場所　　①８月18日（月）午後７時～９時
　　　　　　　　東西コミセン　２階会議室

　　　　　　　②８月29日（金）午後７時～９時
　　　　　　　　カルチャーパレス　２階会議室

説 明 内 容 　    ・「ダムによらない治水対策案」の事業内容
　　　　　　　・「ダムによらない治水対策案」を実施することで得られる効果、治水安全度
　　　　　　　・防災、減災のためのソフト対策の推進

参加対象者　　市内にお住まいの方（どちらの会場でも参加可能です）

駐　車　場　　東西コミセンは善隣保育園の駐車場（山田川沿い）を利用してください。
　　　　　　　駐車場に限りがありますので乗り合わせにご協力をお願いします。

主　　　催　　国土交通省九州地方整備局、熊本県、人吉市

問合せ　市企画財政課企画政策係（☎２２－２１１１ 内線２１２３）

夏場の感染症に注意！
　気温が高くなるにつれて流行する夏の代表的な感染症を紹介します。正しい知識を身につけて、感染しないように
注意しましょう。

問合せ　人吉保健所（☎２２－３１０７）
人吉保健所では、食中毒や感染症予防についての出前講座を行っています。希望される場合はお電話ください。

ヘルパンギーナ

　夏期に流行する４歳以下の小児がかかりやすい急性ウ
イルス感染症で、夏かぜの代表的な病気です。
症　状　・発熱とのどに水疱性の発疹ができる。
　　　　・強いのどの痛みがあり、唾液を飲み込むのが
　　　　　つらい。
予防策　・外出後、食事前やトイレ後にうがいと手指の
　　　　　消毒をする。

咽頭結膜熱

　唾のしぶきなどで感染しますが、プールの脱衣所やタ
オルの共用でも感染し、プール熱とも呼ばれています。
症　状　・５～７日の潜伏期を経て、発熱、咽頭炎、結
　　　　　膜炎の症状があり、３～５日間続く。
予防策　・感染者との濃密な接触を避ける。
　　　　・プールでの水泳前後にはシャワーを浴び、タ
　　　　　オルの共用はしない。

日本脳炎

　日本脳炎ウイルスに感染した蚊に刺されると感染しま
す。感染しても多くの人は何の症状も出ませんが、300
～ 3,000人に１人の確率で脳炎を発症します。
症　状　 ・５～ 15日の潜伏期を経て頭痛や高熱、筋硬      
　　　　　直、意識障害、けいれん、昏

こんすい

睡の症状が出る。
予防策　・日本脳炎ワクチンを接種する。
　　　　・過労を避け栄養を十分に取り体力を保持する。
　　　　・なるべく蚊に刺されないよう注意する。

ビブリオ・バルニフィカス感染症

　海水中の細菌が原因となる感染症で、肝臓疾患や免疫
力が低下した人は、敗血症などの重い症状を引き起こす
ことがあります。
症　状　・発熱や皮膚の激しい痛み、腫れなどの症状が
　　　　　出る。進行すると敗血症を引き起こす。
予防策　・肝臓疾患や免疫力が低下した人は、魚介類の
　　　　　生食を控える。
　　　　・傷口があるときは海水との接触を避ける。

どの病気も予防のためには手洗いやうがいを日ごろから習慣づけておくことが大切です！

腸管出血性大腸菌感染症

　動物の腸管内に住む大腸菌に汚染された食品や手指か
ら口に入り感染します。Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111などが原
因となる大腸菌です。
症　状　・３～５日間の潜伏期を経て、下痢、腹痛、血
　　　　　便、発熱の症状が出る。
予防策　・食品は十分に加熱する。
　　　　・加熱前と後に使用する調理器具を共用しない。

手足口病

　手足口病は２歳以下の乳幼児を中心に流行する急性ウ
イルス性感染症です。
症　状　・手のひら、足の裏、口の中などに小さな水

すい

疱
ほう

　　　　　のような発疹ができる。頭痛、嘔
お う と

吐、高熱が
　　　　　２日以上続く場合は早めに医療機関へ。
予防策　・しっかり手を洗い、タオルを共用しない。
　　　　・排せつ物は適切に処理する。
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H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

【問合せ】　人吉商工会議所（☎２２－３１０１）、市観光振興課（☎２２－２１１１ 内線５１４３）

※来たときよりも美しく！ 翌朝６時からはクリーン
　人吉運動早朝清掃を行います。ぜひご参加ください!

当日の交通規制
■水 の 手 橋　午後４時～ 10時　全面通行止め
■大 橋 ・ 大 手 橋　午後６時～ 10時　車両通行止め
※そのほか、会場周辺でも交通規制を行います。皆さ
　のご理解とご協力をお願いします。
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